
京都テルサで開催された2015年度秋季大会２日目

（10月29日）の昼休みに，「気象学会女性の集い」が開

かれた．

これまで，個人ベースのつながりで参加を募る形

で，女性研究者間の親睦を深めるためのランチ企画が

なされることがあった．最近では，2014年度秋季大会

（福岡）において，人材育成・男女共同参画委員会の

後援行事として，昼休みに大会会場で実施されてい

る．その際のアンケート（江口・佐藤 2016）で，所

属機関および世代を跨いだ顔を合わせての交流ができ

る機会を歓迎し，定期的に開催して欲しいという意見

が多数あがったことを受けて，2015年度秋季大会では

委員会の公式行事として位置付けて開催された．世話

人は，委員会から山森と江口，開催地京都の大学・研

究機関から安富（大会実行委員）と西本が務めた．

当日集まったのは，大学院生，任期付き研究職員，

パーマネント研究・教育職員，民間企業職員など，年

代や所属機関がさまざまな41名であった．およそ８名

ずつでグループを作って，円状に並べた椅子に座り，

サンドイッチ（委員会で用意）をつまみながら語り

合った．小グループで同じ昼食をとりながらという形

式は，米国気象学会の会議でときおり開かれる昼休み

セッション“Women in Science”にならったもので

ある．リラックスした雰囲気のなか，各グループそれ

ぞれの話題で盛り上がり，いま直面していることや将

来への不安，体験談などが語られた．

出席者アンケートでは，「女性の集い」が有意義で

ある，これからも参加したいとの回答が多数，さらに

「学会の後押しがあるのは心強い」という意見が上が

り，学会の行事としてこのような企画が行われる意義

が大きいことが感じられる．また，今回はテーマ等を

設定せず，話題は自然発生にまかせたが，「テーマを

設定するのもよい」という意見と「ざっくばらんなお

しゃべりで元気になれる」という意見の両方があっ

た．小グループでの交流はおおむね好評だった．でき

るだけ多人数と交流を可能にし，グループ構成の偏り

を軽減する意味で，途中で席替えをするべきだったと

いうのが世話人からの反省点である．

人材育成・男女共同参画委員会では，今後も秋季大

会での「女性の集い」を開催する方向で議論がなされ

ている．また，テーマを設定する場合，テーマによっ

ては（「育児と研究の両立」等）男女を問わずに集

まって語る方がより有意義になる企画も考えられる．

当委員会では「人材育成」や「男女共同参画」をキー

ワードに，よりよい研究環境を作り上げるための方策

を検討していきたいと考えている．これからも，会員

の皆様方のご理解と，企画への積極的なご参加をお願

いしたい．
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